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人の安全、国の安全

• 一人ひとりの「人間の安全」が基本

• それを脅かす「万人に対する万人の闘争」を止め
るために

• 社会契約による国家（リヴァイアサン）の誕生

➢しかし、独裁的な国家は市民の安全を脅かす

➢国どうしの戦争が市民を巻き込むこともある

➢さらに、国どうしが協力しないと解決できない
課題もたくさんある（グローバル化による運命
共同体）

• 一人ひとりの安全から、「よい政治」を問い直す

• 「（一人一人が未来を前向きに考えられるという
意味で）人間の安全保障は国家の安全保障を強め
るのです」（緒方貞子）



人間の安全保障の誕生と展開

• UNDPが人間開発の概念を提
唱（『人間開発報告書』1990
年）。人びとの「生き方の
幅」を広げること

• 続けて、人間開発を確実にす
る人間の安全保障の概念を提
唱（『人間開発報告書』1994
年）

• 緒方セン委員会報告書（2003
年）

• 国連総会で人間の安全保障の
定義について合意（2012年）

• UNDPが人間の安全保障に関
する新たな報告書を刊行
（2022年）



緒方セン委員会（2003年）

• その後、人道危機から復興開発へと、支援活動
を継ぎ目なくつなげていく

• 開発では人々が主役になることが大切

• 人道（緒方貞子: 
UNHCR）と開発
（アマルティア・
セン: UNDP）の融
合

• 危機（体制の崩壊
を含む）にあたっ
て人々を保護する
こと



複合危機と連帯（UNDPの
2022年報告書）
•人間の安全保障が提起
されてから30年

•気候変動やデジタル技
術など、人間の安全保
障の取り組みの対象に
なる新しい問題が次々
と現れている

•人々の不安に対処する

•「連帯」solidarityとい
うキーワードの導入



要点１：一人ひとりからの出
発 SPACE

• 国の経済が発展することは大切だが、人の幸福は
それだけではない

• 住んでいる場所、ジェンダー、障がい、世代など
で人びとの生きやすさ、生きにくさが違う（平均
値だけ見ていても、わからない）

• まず、一人ひとりの生活の質を客観的に調べるこ
とが大切

• そして、一人ひとりが主観的にどう感じているか
を見ていくことも大切（誇りをもてることがあり
ますか、助けてくれる人はいますか、など）

• 誰も取り残されず、個性豊かに生きられる＝人間
の安全保障





『SDGsと日本』（明石書
店）自治体関係者と学校
でよく読まれている

English version is freely 
downloadable from the 
JICA website



日本の人間の安全保障指標の例

富山 青森

東京 大阪



日本の人間の安全保障指標の例



日本の人間の安全保障指標の例

宮城県 愛知県



モンゴルの多次元貧困指数（MPI）





要点２：リスクとレジリエン
ス TIME
• 人間開発は、一人ひとりの選択が増えて、価値あ
る人生を送れるようになること

• 子どもが予防接種を受けられる、学校に行ける、
仕事が見つかる、家族と暮らせる、まともな食事
ができる、など

• しかし、人の人生では、たくさんの困ったことが
起きる。事故にあう、病気になる、仕事を失う、
家を失う、など

• 同じように、人間の社会にも「浮き沈み」がある。
自然災害、感染症、治安の悪化、経済の危機など

• あぶないことがあっても、回復し、よりよく生き
られる＝人間の安全保障







要点３：行動する（保護、エ
ンパワメント、連帯）ACTION

•個人が（上から）保護されて、安心できる。個
人が（下から）力をつけて自分の未来を自分で
決められる

•個人の安全を実現するためには、人と人をつな
げる「連帯」の次元が不可欠

•様々な組織（政府、民間、コミュニティ）の連
帯、国を超えた連帯、今の世代と未来の世代の
連帯

•皆が支え合うことで、人間らしく生きられる＝
人間の安全保障













人間の安全保障とは

人間の安全保障は軍備ではなく、人間の尊厳に
かかわる概念である.... それは死亡しなかった
子どもであり、蔓延しなかった病気であり、激
発しなかった民族的緊張関係であり、沈黙を強
いられなかった異端者であり、圧殺されなかっ
た人間の精神である。人間の安全保障という新
しい概念は、強力で革命的な理念であり、私た
ちの生存そのものに対する共通の脅威という認
識を通じて、私たち全員に新たな倫理の受け入
れを求める。



破壊と創造

しかし、人間社会における最も根本的な変革は、
戦争や経済不況、自然災害などの危機的状況の
中から生まれた。偉大な宗教は、多くの場合、
そのメッセージの崇高さによって人間の精神を
動かすが、そのメッセージはまた、最後に処罰
されることへの恐怖をも伝えている。人間の変
革の多くは人間の生存についての恐怖から生じ
る。

マブーブル・ハク『人間開発戦略』日本評論社、1997年、
137頁



北の責任 南の希望



気候変動から人々を守る 未来を選べるように
世界が、国が、地域社会が力を合わせて



Most documents referred to today are available in 
English

UNDP, Human Development Reports, various years

Commission on Human Security, Human Security Now, 2003

UNDP, New Threats to Human Security, 2022

Takasu et al., SDGs and Japan, JICA Ogata Institute, 2020

Takasu et al., SDGs and Local Communities, JICA Ogata Institute, 
2024

UNDP, National Human Development Report Paper 2024: Mongolia 

Global MPI Country Briefing 2024: Mongolia

Human Security Today No. 1 and No. 2, JICA Ogata Institute

Mine et al., Human Security Norms in East Asia, Palgrave, 2019

Hernandez et al., Human Security and Cross-Border Cooperation in 
East Asia, Palgrave, 2019

Caballero-Anthony et al., Human Security and Empowerment in Asia, 
Routledge, 2024

Mahbub ul Haq, Reflections on Human Development, Oxford 
University Press, 1995
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